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◇働き方改革推進パッケージ～「未来に向けた１０のチャレンジ」の進捗状況について～

♯２ 教育課程の見直し
標準時数を上限とした授業時数の見直し
・市内全小中学校で標準時数で実施している。

♯５ 留守番電話の導入：市内全校で実施している。

Ⅰ 【十分に取り組んでいる】

Ⅱ 【取り組みが進んでいる】

♯１ ICTのさらなる活用
・ICTに苦手意識のある教員に対して、ICT支援員等が個別の研修を実施して
支援している。

♯２ 教育課程の見直し
日課表の見直し

・児童生徒の休み時間の短縮、清掃の回数の削減、教職員の休憩時間の分割
等を実施し、子どもと向き合う時間の確保や学びの充実に向けた取組を推
進している。

♯３ 授業の質的改善
・指導主事等による自由進度学習等の「子どもを主語にした授業」実践例の提
供、学校訪問等での指導・助言を行っている。

♯４ 部活動の負担軽減
・部活動指導員の拡充：９名と市職員５名の計１４名が部活動指導
にあたっている。
・地域移行への取組（週末合同練習会） ：剣道、水泳、陸上、合唱、吹奏楽

Ⅲ 【さらに取り組んでいく・これから取り組んでいく】

♯４ 部活動の負担軽減
・地域移行への取組（週末合同練習会）：柔道、卓球、バドミントン、ソフトテニス、美術（令和６年度中の達成を目指す）
・上記以外の部活動について今後の取組を含め検討

♯９ 公会計の導入
・令和８年度の導入に向け、「福島市学校徴収金公会計化検討委員会」を実施し、今後の方向性を確認し準備が進行中。

♯１０ 教職員の意識改革
・これまでの経験や価値観に基づく考え方や思い込み等に頼らない取組の啓発を図る。

♯６ 働き方改革モデル校の設置
・市内にモデル校７校（福島四小、杉妻小、南向台小、松川小、金谷川小、下
川崎小、松陵中）を設け、民間コンサルティング（先生の幸せ研究所）と連
携し取り組んでいる。

♯７ 企業等との連携
・余目小学校が民間プールを利用した水泳の授業を８回実施した。

♯８ 評価の検討
・評価２期制に取り組む学校が増加している。

♯１０ 教職員の意識改革
・先進的な取組の実践例をオンデマンドで情報提供し、各校の実態に応じ
た取組の推進を促した。
・本市教頭会議等において、実際にクラウドを活用し、２学期以降の業務改
善促進に向け研究協議を実施した。
・スクールロイヤーの導入
法的側面からの助言による学校の負担軽減 ・

目的☆「質の高い学び」
☆「持続可能な学校」の実現
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